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１ 博士学位論文のインターネット公表を義務化とす
る（平成25年4月以降 学位規則改正）

２ 筑波大学では、インターネット公表を「つくばリポ
ジトリ」で行う

３ 上記に対応するために、論文本文のＰＤＦと各種
書類を提出する

博士論文の公表
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（平成25年文部科学省省令第5号 平成25年3月31日公布・4月1日施行）

（論文要旨
等の公表）

改正前 改正後

第八条 大学及び独立行政法人大学評価・
学位授与機構は、博士の学位を授
与したときは、当該博士の学位を授
与した日から三月以内に、当該博士
の学位の授与に係る論文の内容の
要旨及び論文審査の結果の要旨を
公表するものとする。

大学及び独立行政法人大学評価・学位授与機
構は、博士の学位を授与したときは、当該博士
の学位を授与した日から三月以内に、当該博士
の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論
文審査の結果の要旨をインターネットの利用に
より公表するものとする。

博士論文の公表：学位規則の改正
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公表方法の規定

公表 に関する規定の変更
・第八条
・第九条



（論文要旨
等の公表）

改正前 改正後

第九条
博士の学位を授与された者は、当該学位を授与され
た日から一年以内に、その論文の全文を印刷公表す
るものとする。ただし、当該学位を授与される前に既に
印刷公表したときは、この限りでない。

博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与
された日から一年以内に、当該博士の学位の授与に係
る論文の全文を公表するものとする。ただし、当該博士
の学位を授与される前に既に公表したときは、この限り
でない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与され
た者は、やむを得ない事由がある場合には、当該博
士の学位を授与した大学又は独立行政法人大学改革
支援・学位授与機構の承認を受けて、当該論文の全
文に代えてその内容を要約したものを印刷公表するこ
とができる。この場合、当該大学又は独立行政法人大
学改革支援・学位授与機構は、その論文の全文を求
めに応じて閲覧に供するものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された
者は、やむを得ない事由がある場合には、当該博士の学
位を授与した大学又は独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構の承認を受けて、当該博士の学位の授与に
係る論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表
することができる。この場合において、当該大学又は独
立行政法人大学改革支援・学位授与機構は、その論文
の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

（新設）

３ 博士の学位を授与された者が行う前二項の規定によ
る公表は、当該博士の学位を授与した大学又は独立行
政法人大学評価・学位授与機構の協力を得て、インター
ネットの利用により行うものとする。

（平成25年文部科学省省令第5号 平成25年3月31日公布・4月1日施行）

博士論文の公表：学位規則の改正

5

学位授与者による

“インターネット”公表を
規定する項目の新設

改正前は
“印刷”公表



博士論文の公表

学位授与⼤学の協⼒を得て
学位取得後1年以内に
博⼠論⽂本⽂を公表する

機関リポジトリでの公表を推奨

学位授与大学
3ヶ⽉以内に、
内容の要旨と審査結果を公表

博士号取得者
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（機関リポジトリに登録： 必要となる権利）

博士論文の公表

・公衆送信権
（23条）

論文の著作権者が、

機関リポジトリ運営
者にこれを認める、

ということ

リポジトリ登録するために、論
文データをサーバにアップロー
ドする

・複製権
（著作権法21条）

送信可能化

自動公衆送信

登録したコンテンツを、イン
ターネットを通じて公開する
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・論文について：

「著者許諾」「引用」「転載の許諾」「個人情報」・・・

・発表について：

博士学位論文以外としての発表

確認すること
インターネット上で本文を公表するために

学位取得者はこれらを確認のうえ、論文を提出する
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確認すること：引用

引⽤: 著者の独⾃意⾒を論述するために、他者の述べる意⾒を論⽂中に使⽤する。著作権
法の条件(引⽤の範囲)を満たすことにより、著作権者の許諾なしでの使⽤が可能で
ある。
・引⽤対象は公表された著作物である
・本⼈意⾒を表現するために、その引⽤が不可⽋である
・論⽂において、あくまで本⼈意⾒が主体である
・引⽤⽂は原則として原型を保持する
・引⽤箇所について、それ以外の部分との区別が明⽰されている
・引⽤した著作物の出典を明記している

引⽤と⾒なされない状態 著作権者の
許諾が必要
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・自分が書いている論文にそれを載せることへの許可

・自分が書き上げた論文をインターネット公表することへの許可

確認すること：転載の許諾

論文を

インターネット公表する 転載したものも公表される

ことを知らせて承諾を得る

⇒

著作権者に
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→投稿先の条件（リポジトリで公表してよいか。条件付
の場合や認めていない場合など）→最近は、博論の事
情を汲んでいる学会や出版社もあると聞きます

→出版契約条件（同上）→最近は、博論の事情を汲んで
いる学会や出版社もあると聞きます

→申請状況（申請前未発表条件の確認等）→先に特許
申請しておく

（特許庁：発明の出願前における留意事項
http://www.jpo.go.jp/tetuzuki/t_tokkyo/shutsugan/shuts
uganmae.htm）

確認すること：
博論以外での発表

・雑誌への投稿

・書籍として出版

あ
・特許申請
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・博論本文ＰＤＦ
・インターネット公表申出書（公表可
能）

■公表可能なら

提出するのは・・・
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■公表できない：やむを得ない事由

1 博⼠論⽂が，⽴体形状による表現を含む等の理由により，イン
ターネットの利⽤により公表することができない内容を含む場合

2 博⼠論⽂が，著作権保護，個⼈情報保護等の理由により，博⼠
の学位を授与された⽇から1年を超えてインターネットの利⽤によ
り公表することができない内容を含む場合

3 出版刊⾏，多重公表を禁⽌する学術ジャーナルへの掲載，特許
の申請等との関係で，インターネットの利⽤による博⼠論⽂の全⽂
の公表により博⼠の学位を授与された者にとって明らかな不利益が，
博⼠の学位を授与された⽇から1年を超えて⽣じる場合
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■非公表とする場合

・博論本文ＰＤＦ
・インターネット公表申出書

（やむを得ない事由のため非公表とする）

・論文本文についての「要約」ＰＤＦ

提出するのは・・・
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■ただし

学位授与機関は、
その論⽂の全⽂を求めに
応じて閲覧に供する

＊学位規則第9条第2項
＊インターネット上で要約公開となっている場合でも適⽤される
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公表した後に、

・雑誌への投稿

・書籍として出版

などが生じた場合

■変更が生じたら

研究科・支援室担当

へお申し出ください。

＊申出済の内容に変更が生じた場合にも

お知らせください

もし、
リポジトリでの公
表に差し障りがあ
ることが判明！
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まとめ（博士論文登録への準備）

• 博⼠論⽂本⽂のインターネット公開は学位
取得者の義務

• 学位請求時の論⽂全⽂を保存する
＝学位授与の根拠となる論⽂

• 学位取得後1年以内の公表が可能であるか
を確認して対応する

（必要に応じて「要約」を作成）



参考 １

文化庁 著作権WWW http://www.bunka.go.jp/chosakuken/index.html

科学技術情報流通技術基準
（SIST：Standards for Information of Science and Technology）
http://jipsti.jst.go.jp/sist/index.html

文部科学省 学位規則の一部を改正する省令の施行について
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigakuin/detail/1331790.htm

特許庁 出願に関する情報＞出願に際しての留意事項について
http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/tetuzuki/t_tokkyo/shutsugan/shutsugan
mae.htm
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参考 ２

洋雑誌 SERPA RoMEO
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/search.php
出版社が著作権を持っているケースが多い
出版社の多くはリポジトリへの転載を認めている
（出版社版はNG、著者最終稿はOKというところが多い）

和雑誌 SCPJ （学協会著作権ポリシーデータベース）

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
学協会が著作権を持っているケースが多い
多くの場合、学協会への申し出なければリポジトリ転載は認められない
（問い合わせた結果、出版社版の登録を認められる場合も多い）

学術雑誌に投稿した論文のリポジトリ登録について
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雑誌投稿のタイミング（投稿先が既決している）：

・刊行前に博論提出： やむを得ない事由（二重投稿禁止など）

・刊行後に博論提出： 出版社版＝博論 →出版社版の公開可否

著者版＝博論 →preprintの公開可否

（ＯＫとならない場合に「やむをえない事由」となり得るか）

学会が示している条件のどの部分に博論があてはまるのか。

参考 ３
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・18ヶ月以内は

・2年間は

・3ヶ月以内は

・半年間は

・11ヶ月経過するまでは

参考 ４ 「一年以内の公表」

論文の公表可否は？ やむをえない事由がいつまで続くか

公表することに制限はない

学位取得後

1年以内に

公表できない

学位取得後

1年以内に

公表できる

何らかの理由
により

公表できない

公表できない
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参考 ５ 例：

対応状況 

共著者に確認
博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

対応済
博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

対応済
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

× 転載許諾へ

博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

対応済
博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

対応済
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

× やむを得ない事由
申出書により非公表申請（＋
要約提出）

博士論文としての公
開可否

○ 完了 申出書により公開申請

○ 完了 申出書により公開申請

△（条件付）
条件を確認し、場合によって
は非公表申請と要約提出

× やむを得ない事由
申出書により非公表申請（＋
要約提出）

完了
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

○ 完了 申出書により公開申請

△（条件付）
条件を確認し、場合によって
は非公表申請と要約提出

× やむを得ない事由
申出書により非公表申請（＋
要約提出）

完了
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

受理完了
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

申請期間中 × やむを得ない自由
申出書により非公表申請（＋
要約提出）

完了
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

○
博士論文としての
公開可否

○ 完了 申出書により公開申請

× やむを得ない事由
申出書により非公表申請（＋
要約提出）

博士論文としての
公開可否

契約等を確認
博士論文としての
公開可否

出願を先におこなう

提出時の確認

引用あり

引用なし

する

する

論文内引用

転載の許諾

雑誌への掲載

図書としての刊行

特許の出願

しない

論文内個人情報
公表可否を確認

未対応

未対応

見直し

見直し

転載なし

転載あり

しない

する 投稿規定等確認

ある

ない

しない
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つくばリポジトリ（Tulips‐R） https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/


